
 

 

2024 年 11 月 8 日 

 

南海電気鉄道株式会社 

ｅスタジアム株式会社 

 

 

＼e スポーツが大阪を代表するエンターテインメントに／ 

大阪 e スポーツラウンドテーブル Osaka eSports Growth Guild(OeGG)に参画 

11 月 14 日(木) 参画団体が会する設立式を開催 

南海電気鉄道株式会社（代表取締役社長：岡嶋 信行、以下「南海電鉄」）および、ｅスタジアム株式会社（代表取

締役：松本 保幸・池田 浩士、以下「e スタジアム社」）は、大阪府が設立する「大阪 e スポーツラウンドテーブル 

Osaka eSports Growth Guild（以下、OeGG）」に参画することが決定いたしました。 

 

南海電鉄および e スタジアム社はこれまで、e スポーツを通じた社会課題の解決を行うことで地方創生に寄与する

べく、e スポーツイベントの企画運営事業、施設運営事業（※パートナー店舗含む）に取り組んでまいりました。 

また、南海グループでは 2023 年から「なんばエリア」をエンターテインメントの力で、多彩なステークホルダーとの

共創・まちの魅力づくりを実現する「ENTAME-DIVER-CITY（エンタメダイバーシティ）」を目指した取組みを進め、その

一環として、2024 年 8 月には商業施設「なんばパークス」に、e スポーツ施設“e スタジアムなんば本店”（運営：e スタ

ジアム社）を開業。WEB3.0 時代において必要な知識を学ぶことができる教育の場として施設領域を展開し、現在は、

近隣学校の課外学習の場や、自治体・企業が抱える社会課題の解決のフィールドとしても活用されています。 

  

 

 

このたび設立が決定した「大阪 e スポーツラウンドテーブル Osaka eSports Growth Guild（OeGG）」は、大阪府内で

e スポーツに積極的に取り組んでいる団体が相互に情報共有や意見交換し、大阪府における e スポーツの取組み

に面的な広がりを生み出していくことを目的としています。 

南海電鉄および e スタジアム社は、e スポーツを通じた青少年の健全な育成、地方創生に尽力してきた実績を活

かし、新しいエンターテインメントの力で大阪の経済をさらに成長させるとともに、人々が集う魅力溢れる地域の実現

に寄与してまいります。 

南海電鉄および e スタジアム社が e スポーツを通して取り組む教育事業、地域活性化の様子 

 



 

 

南海電鉄および e スタジアム社は、e スポーツを健全な文化として醸成していくこと事業理念として、e スポーツを

通じた社会課題の解決・地方創生に寄与するべく、全国で e スポーツイベントの企画運営事業、施設運営事業（※パ

ートナー店舗含む）に取り組んでまいりました。本プロジェクトでは、e スポーツを新たなライフスタイルとして成長を加

速させるべく、多世代へ向けた e スポーツの理解促進および普及を目的に参画いたします。今後は、e スポーツを通

じた地域の活性化に取り組んできた知見を活かし、OeGG の設立理念のもと、共創パートナーと定期的な協議を通じ

て、“人が集い”、“育ち”、“輝く”ことができる都市“大阪”の実現に向け、具体的な実施内容を決定していきます。 

 

 

大阪 e スポーツラウンドテーブル Osaka eSports Growth Guild（OeGG）は大阪府と、e スポーツ事業に取り組む企

業、自治体、団体が手を取り、e スポーツを大阪独自のエンターテインメントコンテンツとして育て、その取組みを加速

させるとともに、関連産業の拡大を目的に設立されました。 

「e スポーツ」は、エンターテインメントとしての高い魅力はもちろん、あらゆる垣根を超えて人々が活躍できるスポ

ーツ競技として、近年世界で大きな盛り上がりを見せています。また、若年層のデジタルコミュニケーションツールで

ありながらも、人材育成や社会課題の解決などの幅広い分野においても活用可能なコンテンツです。2025 年 4 月に

大阪・関西万博を控える今、多面的な効果をもつ「e スポーツ」へ大阪が先進的に取り組むことで、人々が集い、シナ

ジーを創造することで興行文化発祥の地・大阪にさらなる活気をもたらします。 

 

【キックオフイベント詳細】 

 日 時： 2024 年 11 月 14 日(木)15：30～17：30（予定） 

 場 所： 泉佐野オチアリーナ（〒598-0047 大阪府泉佐野市りんくう往来南 3 番地） 

 プログラム： ＜第一部＞ 15：30～16：30 

 ・オープニングムービー 

 ・大阪府知事挨拶 

 ・泉佐野市長挨拶 

 ・OeGG 参画メンバー代表挨拶（大阪府 e スポーツ連合会長 伊草 雅幸氏） 

 ・大阪府知事及び OeGG 参画団体代表者による設立セレモニー 

 ・基調講演（ENTER FORCE.36 チームオーナー 池田 浩士氏） 

 ・大阪府知事によるエキシビジョンプレイ（e シューティング） 

 ・写真撮影 

 ・閉会挨拶 

 

＜第二部＞ 16：40～17：30 

 ・OeGG について説明（大阪府（OeGG 事務局） 

 ・OeGG メンバーによるパネルディスカッション 

大阪 e スポーツラウンドテーブル Osaka eSports Growth Guild（OeGG）について 

プロジェクト参画の背景 



【参画企業・団体】 

＜自治体＞ 

大阪府、大阪市西区、堺市、泉佐野市、大東市、和泉市 

 

＜教育機関＞（五十音順） 

大阪工業大学、OCA 大阪デザイン＆テクノロジー専門学校、近畿大学、阪南大学 

 

＜民間企業＞（五十音順） 

e スタジアム株式会社、エンターフォースサーティーシックス株式会社、大阪市高速電気軌道株式会社、 

株式会社カプコン、株式会社 KUL 、南海電気鉄道株式会社、株式会社 PACkage 

 

＜関連団体＞（五十音順） 

大阪府 e スポーツ連合（JeSU Osaka）、堺 e スポーツ協会、みなと OSAKA スポーツコミッション 

 

以 上 


